
 

   大湫町民パターゴルフ大会 4/22（日） 

    「上手
う ま

くできるかな・・・？」 
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・花の森完成式＆花の観察会…Ｐ2～Ｐ3 

・高齢者と子どものふれあう会  …Ｐ4 

・旧大湫小の思い出      …Ｐ5 

・町民パターゴルフ大会等…Ｐ6～Ｐ7 
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花の森完成式＆花の観察会 4/14（土） 

 今にも雨が降り出しそうな天気でしたが、 

そこは大湫町の意気込みが伝わったのか雨 

が降ることもなく無事、式典並びに観察会 

を終えることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花の森再整備事業完成式を迎えて 

                      集落支援員 加藤 博一 

 平成 29 年度夢作り地域交付金事業にて、老朽化の激しい東屋の屋根葺き

替え・東屋内外装のやり直し・遊歩道の整備・駐車場の拡張・アジサイの

植栽などを町民の皆様のご協力により無事完了することが出来、4月 14 日

に水野市長・熊澤市議会議長・渡辺市議・夢作り審査委員長の渡辺勝利様

を迎え盛大に完成式典が執り行われました（参加者 60名程）。皆様に感謝。 

 皆様にはウォーキングコース・ハイキ

ングコースとして活用をして頂きたいと

思います。そして、東屋で一息入れなが

ら見下ろす大湫の町並みはふるさとを感

じることが出来ます。残念ですが、今ま

で見ることが出来ました旧大湫小学校は

取り壊しが終わり、もう見る事は出来な 

改修された『東

屋』の前で式典

が開催されま

した 
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くなりました。さびしいですね。 

 平成 30 年度はこの地域交付金を利用して本陣山の登山道整備を行う計

画ですので、町人の皆様のご協力をお願いすることとなりますが、宜しく

お願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お世話になりました」 

 この度、東京で一人暮らす母親の近くに越すために家族で移転しまし

た。これまで、言葉に尽くせぬほどお世話になりましたこと、あらためて

感謝申し上げます。2001 年 3 月から家族 5 人でこちら大湫町に移り住ん

でから、17 年の月日が流れました。その間、新たに次男を授かり、また

長男長女を成人まで育てることができました。 

 おおくのひとや歴史、自然に育まれてきたと実感しております。そこで

学ばせていただいたことのひとつが孝の大切さでした。 

 自分たちの生き方、暮らし方として、この孝をこれからも大切にするこ

とで、この先もこれまでと同じように、御縁に恵まれ、大湫の方々とも再

開できることもあるのではと願っております。 

 長男は引き続きお世話になりますので、今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

おもだか屋 渡邊和隆 

「ＴＯＫＩ織部優秀賞」 

                       「現代茶陶展」にて 

                      足又地区の陶芸家『河端

彩谷氏』が受賞されま 

                      した。 

                       おめでとうございま

す。 

 

 

中日新聞（4/17）掲載より 
 



リ・アップ“ひよも”だより 
 

      5 月のお茶のみ会のおさそい 

    日 時：5 月 2 日（水曜日）9：30～11：00 頃まで 

    場 所：ふれあいセンター     

参加費： ５０円 
                

お待ちしています 

高齢者と子どものふれあう会 4/4（水） 

 先日は大湫支部主催の「高齢者と 

子どものふれあう会」にお邪魔させ 

ていただき、ありがとうございまし 

た。とてもよいお天気で、コミュニ 

ティーセンターまでの道中に咲いた 

桜がとても綺麗でした。 

 かるがも学童のみなさんの発表は、みんなと 

ても上手で感動しました。折り鶴のプレゼント 

もとても嬉しかったです。また、講師の進行に 

あわせて頭と体の体操 

をしていたみなさんの 

笑顔に、たくさんのパワーをいただきました。 

 これからも、大湫のみなさんが地域でたくさん   

の活動が行えるよう、社会福祉協議会の職員とし 

てお力添えしていきたいと思います。 

 楽しいひと時を、本当にありがとうございました。 

瑞浪市社会福祉協議会 小木曽萌子 

参加された方から一言！ 

 学童の子に「一度でわからんかもしれんし、ゆっくり話してもらわんと

出来ないかもしれんで、お願いします」と伝えたら、そのとおりにやって

くれので、とても嬉しかったし、楽しかった。いい子たちと一緒に過ごせ

てよかった。 

 

 
 

 

 

 



 

グラハム天野智子 

 米国に住んで 36 年になります。最近は渡航費が比較的安い 3月に大湫に

帰ることが多くなりました。いつも帰ると、まずはお墓参り、次にお寺参

りと決まっています。その道中、お寺の駐車場から大湫宿の景色を眺めた

途端、あっと思わず息を呑みました。本陣山を背にいつも私の家や大湫の

街を見守っていたあの赤い屋根と白い壁の大湫小学校がなくなっています。

幼小の頃から毎日見て育ったので、大湫のことをふと思うときは、あの学

校の真ん中にあるイメージが必ず目に浮かぶのです。 

 ちょうど帰ってきていた妹と学校の跡地を見て歩きました。そうしたら、

本当に次に懐かしい思い出がよみがえってきました。皆さまも覚えていま

すか。毎朝したラジオ体操、外の掃除と草むしり、二宮金次郎の銅像、ね

むの木、池、うさぎ小屋、春はおたまじゃくしの卵でいっぱいになった裏

の溝、つやつやとした幹の桜の木など。校舎の中も懐かしいことばかりで  

す。あの長い廊下、靴箱の板のカタカタという音、

ふたのある木の机、叩くとチョークの粉が舞った黒

板消し、先生のオルガンで歌ったことなど。食いし

ん坊の私にとって一番の思い出は、冬に教室のだる

まストーブで焼いて食べた給食パンでしょうか。あ

の黒い焦げ目が美味しかった。そして、確か一度だ

け、ある冬に先生・生徒総動員で雪道の大湫坂を下 

って、ストーブで燃やすためのアタンを一人一人抱えて学校に運んで帰っ

たこともありました。 

 それから、自分の意見が通らなくて教室の後ろで泣いてしまったこと、

逆上がりができなくて悔しいと思ったことも思い出します。そんなことも

含めて、大湫小学校で過ごした六年間は幸せでかけがえのないものでした。 

 人間も建物もいつかは朽ちて無くなります。今年二人して 89 歳になる両

親も間違いなくその一途にあります。今回父と 2回目の四国遍路(まがい)

の旅をしたのですが、足摺岬金剛福寺のお坊さんが父に向かって「お父さ

んは死んだらすぐ極楽に行けそうですね」と語ってくださいました。成仏

するまで止むことなく考え歩き続けるであろう父の姿に重ねて、大湫小学

校の大往生を想った今回の帰省でした。 

次回は、神田区の渡辺貴憲さんです。 



          大湫町民パターゴルフ大会 4/22（日） 

             夏の日差しのように暑い日となりましたが、 

            大勢の方が参加。市長はじめ来賓の方々から挨                

            拶をいただき、さらに各地区の区長からは転入 

            者の紹介をしていただくことができ、嬉し・楽

しい一時を過ごすことができました。 

              

 

 

 

 

 

 

歴史的価値のある建築物を活用しませんか？ 

～西森川家住宅（通称：西森）と旧小木曽家住宅（通称：米屋）の 

活用方法及び活用事業者を募集しています。～ 

 

現在、本市では、歴史的価値のある古民家の有効活用と、まち並み景観の維

持を図って地域を活性化させるため、古民家再生促進モデルとなる建築物を選

定し、ゲストハウス、飲食店、ギャラリー、ショップ、工房、交流施設、体験

学習施設、創作活動施設、文化施設等に再生し、活用することを計画して

います。観光振興と地域の賑わいに繋がるモデル建築物「西森川家住宅」と「旧

小木曽家住宅」の活用方法の提案と、その提案を実施する活用事業者を広く募

集します。 

【西森川家住宅とは】 

西森川家住宅は、大湫宿の森川家（「旧森 

川訓行家住宅（通称：丸森）」「旧森川善章家住 

宅（通称：新森）」の本家で、江戸時代の天保年 

間には名字帯刀を許された家柄です。幕末から 

は大湫宿領主のひとつである千村家の御用商人 

として発展したとみられ、酒づくりや酒の販売を行 

うほか、塩の専売も行っていました。現在、母屋は取り壊されていますが、離れや

おまさん、うまぁ

もんやのぉ…！ 
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複数の土蔵が残されており、往時の繁栄を伺うことが出来ます。これら建物は、

幕末から明治、大正時代までに建てられたものとみられ、旧大湫宿の歴史的な

景観を伝えています。 

【旧小木曽家住宅とは】 

 旧小木曽家住宅(通称：米屋)は、大湫宿

の本陣（旧大 湫小学校跡地）に近接する

場所に位置していることから、宿場の維持や

経営に携わった役人の家柄と推測されます。

大正から昭和初期の建築とみられ、道路の

間に空間を取り、塀を立てていることが特徴

です。これは、旅籠としてではなく通常の住 

宅としての機能を重視して建てられたことを示しています。大湫宿における住宅

の歴史や変遷を示す貴重な建物です。 

【応募受付期間】 

平成３０年５月１日（水）～平成３０年７月３１日（火）午後５時まで 

【応募方法】 

  応募書類を市役所商工課まで、郵送又は持参により提出してください。 

  応募書類は、市役所商工課窓口又は市ホームページから取得できます。 

＊詳しくは、市ホームページ又は市役所商工課までお問い合わせください。 

【応募・問合せ】 

  瑞浪市経済部商工課 ☎０５７２－６８－９８０３ 
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４月の丸森から 
 

訪れた方（４/２４まで） 

町外から 町内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

６５２ ９７ ９３ ２２ ８６４ １２５ 
 

 ＊大井小学校 5，6 年生(先生含め) 100 人 

 ＊朝日旅行ツアーが 3回、日本山岳会 計 98 人 

 ＊岐阜高専の生徒さんたち  21 人 

＊その他（東京から、京都から） 

    中山道踏破の旅人が多くなってきました。   

 

５月の丸森事業 から、 

 ①引き続き、三戸憲和さんの竹細工を展示公開しています 
 

 ②春の写真を展示しています 

 
 ③大型 TVでスライドショウを流します（主として土・日） 

・宿内・琵琶峠・十三峠、春の花など 

・団体には観光案内を紹介 

嬉しいニュース２つ 

 その 1、兵庫県明石からの絵手紙   その 2、知多からミカンをしょって 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸森だより 

 

昨年 12 月に丸森を訪れた方 

今回、大湫から大井への旅に、 

釜戸から大きなミカン 10 個を 

背負ってこの丸森に届けてく

ださいました。 

丸森でのおもてなしがよかっ

たそうです。 



中山道歩き！ 大湫宿から武並町四ｯ谷まで  

中山道に関心の深い 22 名が参加されました。晴天に恵まれ、宗昌寺の満

開の枝垂桜に迎えられて、足立会長から資料を頂き受付完了。会長挨拶に                 

続いて自己紹介。大湫宿から大井宿間は、3 里    

半（14 ㎞）と長く、多くの小山を越えるため、

上り下りの多い道である。“十三峠におまけが七

つ”と言われる中山道難所の一つ。今回は途中

の四谷までの約７㎞の歩きです。集落は“炭焼

き、権現、深萱、四ｯ谷”と点々とつづく。スギ 

やヒノキのトンネルに覆われヒンヤリ肌寒く感じ、落葉や枯れ小枝が積も

つた山道は自然の絨毯でフアフアと何とも歩きやすい。可知ガイドさんの

名調子に耳傾け、目の前の石仏と建立の頃の昔話は、様々なことがらを連

想させる。 

日当たりの良い所は山桜、つつじが満開、木々も緑の芽がでそろい、お

百姓さんは田起こし。深萱への道は下り坂が多く思いのほか楽である。遠

くに御嶽山、木曾の山々、恵那山、前山、保古の子山、鍋山、屏風山と本

にあるが、今はスギやヒノキが大きく育ち、開けた一部の所でしか望めな

い。 

「一人ではこれんけど、皆んなと来るとあー 

ちゅーまに着くね！」そんな話も聞こえてき 

ます。大久後の向茶屋跡を過ぎ小川を越える 

と恵那市。中山道の大きな石道標に出合う。 

深萱は“立場本陣”が置かれ、殿様が休憩 

された場所。びやいと茶屋跡、平六茶屋跡、 

坂を下ってしばらくすると、四ｯ谷集落。正面に恵那山がお迎えしてくれる。

道の横に岩村へつづく殿様街道をみて少し下ると今回のゴール四ｯ谷クラ

ブへ到着。今回の距離は約７㎞。2 時間半くらいの丁度体力に合って無理

のないコースでした。 

お迎え運転手さんのお蔭で大湫宿へ無事戻る事ができ、ありがとうござ

いました。本、地図、パンフレットなどの知識に加え、現場で得た知識、

雰囲気を得ることができました。皆さんも新たな疑問・興味・関心が生ま

れたことでしょうか？私も勉強のキッカケとしガイド力の腕に磨きをかけ

てゆきたい・・・？  

次回は、四谷から大井宿まで一緒にいこまいか！お願いします。 

     市川義和(観光ボランティアガイド会員) 

 

4/16 行ってきました！ 



弘法様祭り 4/11（水） 

     弘法大師の供養と地域住民の 

交流会を開催。明治の頃から毎 

年「大湫観音堂」で行われてい 

る行事です。 
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女性代表と語る会 4/17（火） 

 恒例の区長会・大湫コミ(まちづく

り)女性代表・男女共同参画推進委員と

の語る会を開催。 

 毎年、女性代表の方々には町の主な 

行事のお手伝いをお願いしています。

今年度もよろしくお願いします。 

平成 30 年度 

大湫町コミュニティ推進協議会 

定期総会開催 4/25（水） 
  

 大湫公民館にて「まちづくりの定期総会」が会員 92 名中 77 名（委任

状出席者含む）の参加で開催されました。 

 今年度は「夢づくり交付金事業」として「ぎふ百山」でもある本陣山(標

高 633m) の『本陣山登山道整備事業』を計画しています。町民みんなで

作り上げる事業ですのでご協力をお願いします。 

 この他にも、さまざまな行事を予定しています。町民の皆さまどうか

ご理解とご協力をお願いします。 

 なお、総会資料は別紙にて回覧させていただきます。 

青色回転灯防犯パトロール 

5 月のパトロール予定者 
 

5/上旬：伊藤勝佑、棚橋義光 

5/下旬：吉野信幸、小栗 司 

月に二回巡

回してます 

オススメ！大湫分室の本 
「授業形式で初歩から学ぶやき
ものの釉」 

手島 敦：著 

釉の仕組みをわかりやすく説

明。雑木を集めて燃やす灰づく

りなど授業形式になっていて、

一緒に講義を受けているようで

楽しい。 
 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1522988554/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL29rdXRlLXNodWt1LmpwL29rdXRlL3dwLWNvbnRlbnQvdGhlbWVzL29rdXRlc2h1a3UvaW1hZ2Uvb2t1dGVzaHVrdS9iZWF1dHkvZGV0YWlsMDEtMy0wMS5qcGc-/RS=%5EADBSA6azXqq.NnLNPnp8n.qKW7rCAQ-;_ylt=A2RCAwuJpMVaAzEA7gCU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度 地域懇談会 

市長と語る会 
 日時：6月 8日(金) 19 時～20 時 30 分 

 会場：大湫公民館 講堂 

 今年は、「地域の課題について」町民の

皆さまから地域の課題やご意見をうかが

う予定です。 

 皆さま、参加してくださいね・・・。 

デマンド交通 

利用者(大湫～日吉東部) 

3 月 37 便  

延べ 84 名 

 
 

「田んぼの学校」 

 みんなの農園では、今年も「田植え」を開催します。 

  日  時：5月 13 日（日） 

    9：00～13：00 頃まで 

  集合場所：ふれあいセンター 

  参加費 ：小学生以上 100 円 

     （幼児は無料） 

＊詳しくは配布しましたチラシをご覧ください。 

「順ちゃんの竹細工展」 開催中 

 大湫町の竹細工といえば、建物を中心にした『三戸憲和氏』と共に籠
かご

や

笊
ざる

・竹ぼうきなど日用品を中心に作られる『三浦順三氏』の作品を只今   

大湫公民館ロビーにて展示しています。 

                  

  
竹の自然な色が活か

された作品。 

緩やかな曲線

がお見事！ 

大湫町文化祭より(写) 

名前は

「いこ

Ｃar」

だよ！ 

＊大湫宿お休み処 

5月の営業は 3日(木)・4日(金)・5日(土)・6日(日)・13 日（日） 

20 日（日）・27日（日）です。 

皆様のお越しをお待ちしておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

☆当日(急ぎ)の予約は丸森へお願いします。℡：0572-63-2455 
        

＊おしゃべりサロン「こぶし」（100 円コーヒー） 

5月営業日 第 2・第 4土曜日  営業時間 AM9：00～AM11：00  

                          営業場所 ふれあいセンター   

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1523345498/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL21kci5jLmJsb2cuc28tbmV0Lm5lLmpwL19pbWFnZXMvYmxvZy9fZTRmL21kci80LjI1KkU1QUQ5MEU0QkU5QkUzODFBRUU3OTRCMEU2QTQ4REUzODE4OCo4Mi4xLWViYjc1LmpwZw--/RS=^ADBdaTO9A5ok_i6gC9p_L2MEFuXS4M-;_ylt=A2RCAwPaFstaMWQAHxaU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1523410915/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9kYXRhLmFjLWlsbHVzdC5jb20vZGF0YS90aHVtYm5haWxzLzViLzViOGFmODcyMGI0NWU2OTI2ZGYxYjNjODYzYTM3MDJkX3QuanBlZw--/RS=^ADBQV.cc2sI5a8hDuEJ2cUGZM2wTOU-;_ylt=A2RimVxjFsxa4i8AYQ6U3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz


お
世
話
に
な
っ
た
先
生
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま

す
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

幼
児
園
・
小
中
学
校 

人
事
異
動
の
ご
紹
介
で
す
。 

  (

ご
転
出
・
ご
退
職) 

竜
吟
幼
児
園 

堀 

幸
恵
主
任 

み
ど
り
幼
児
園
へ 

佐
久
間
美
都
姫
保
育
士 
瑞
浪
幼
児
園
へ 

渡
会
ふ
み
子
保
育
士 

桔
梗
幼
児
園
へ 

和
田
さ
ゆ
り
主
任 

竜
吟
幼
児
園
へ 

＊
退
職
者 

小
倉
由
美
子
・
西
尾
香
世
子 

釜
戸
小
学
校 

辻
昌
代
教
諭 

日
吉
小
学
校
へ 

曽
根
理
恵
子
教
諭 

土
岐
市
妻
木
小
学
校
へ 

松
岡
純
也
講
師 

瑞
浪
小
学
校
へ 

＊
退
職
者 

宮
川
恵
子
校
務
員 

釜
戸
中
学
校 

加
藤
浩
和
教
頭 

日
吉
小
学
校
へ 

小
倉
永
次
教
諭 

瑞
浪
小
学
校
へ 

西
垣 

隼
教
諭 

恵
那
市
岩
邑
中
学
校
へ 

渡
邊
勢
津
子
講
師 

瑞
浪
南
中
学
校
へ 

伊
村
み
づ
ほ
非
常
勤
講
師 

日
吉
中
学
校
へ 

鈴
木
純
子
養
護
教
諭 

恵
那
市
西
中
学
校
へ 

宇
野
裕
子
事
務
職
員 

土
岐
小
学
校
へ 

田
中
洋
子
校
務
員 

稲
津
小
学
校
へ 

  (

ご
転
入) 

竜
吟
幼
児
園 

和
田
さ
ゆ
り
主
任 

子
育
て
支
援
ス
マ
イ
ル
よ
り 

藤
井
由
美
子
保
育
士 

新
規
採
用 

桐
井
架
奈
保
育
士 

桔
梗
幼
児
園
よ
り 

竹
内
寿
美
子
保
育
士 

桔
梗
幼
児
園
よ
り 

加
藤
紀
子
保
育
士 

新
規
採
用 

大
竹
と
き
江
保
育
士 

新
規
採
用 

高
橋
聡
美
保
育
士 

日
吉
幼
児
園
よ
り 

宮
地
み
ど
り
保
育
士 

瑞
浪
幼
児
園
よ
り 

釜
戸
小
学
校 

高
綱
豊
巳
教
諭 

稲
津
小
学
校
よ
り 

西
田
美
幸
教
諭 

恵
那
市
恵
那
北
小
学
校
よ
り 

小
木
曽
崇
講
師 

瑞
浪
小
学
校
よ
り 

加
藤
真
由
美
校
務
員 

瑞
浪
小
学
校
よ
り 

釜
戸
中
学
校 

 

中
山
英
三
教
頭 

垂
井
町
立
北
中
学
校
よ
り 

山
口
直
子
教
諭 

瑞
浪
中
学
校
よ
り 

村
木
美
方
教
諭 

新
規
採
用 

水
野
正
幸
教
諭 

陶
小
学
校
よ
り 

中
川
小
百
合
講
師 

瑞
浪
中
学
校
よ
り 

小
栗
沙
弥
子 

瑞
陵
中
学
校
よ
り 

渡
辺
理
子
養
護
教
諭 

新
規
採
用 

渡
辺
智
絵
事
務
職
員 

土
岐
市
土
岐
津
小
学
校
よ
り 

北
原
譲
介
初
任
者
指
導 

日
吉
中
学
校
よ
り 

川
邊
郁
子
校
務
員 

新
規
採
用 

 

        



「
子
供
」
は
何
者
に
も
勝
る
宝
物 

 
資
源
の
な
い
我
が
国
が
、
世
界
中
が
驚

く
よ
う
な
発
展
を
し
た
原
因
は
色
々
あ
る
。

政
治
が
よ
か
っ
た
と
か
、
官
僚
が
す
ぐ
れ

て
い
た
と
か
言
う
人
も
い
る
が
、
そ
れ
以

上
に
国
民
一
億
二
千
万
人
の
勤
勉
性
に
よ

る
処
が
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
経
済
界
は

軍
需
用
か
ら
平
和
産
業
に
転
じ
、
日
本
製

品
は
「
性
能
が
よ
く
て
安
い
」
と
言
わ
れ

世
界
の
隅
々
ま
で
売
れ
渡
っ
た
。 

 

軍
部
に
代
わ
っ
て
政
党
政
治
に
な
り
、

国
民
が
選
ん
だ
国
会
議
員
は
、
「
井
戸
塀
」

と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
私
財
を
投
げ
打
っ
て

国
政
に
取
り
組
ん
だ
。
霞
ヶ
関
の
エ
リ
ー

ト
官
僚
は
、
出
世
を
す
る
た
め
に
政
治
家

に
忖
度
す
る
。
何
時
の
時
代
も
政
治
が
良

け
れ
ば
国
民
は
潤
っ
た
が
、
権
力
者
の
悪

政
に
は
泣
か
さ
れ
て
来
た
。
む
し
ろ
恵
ま

れ
た
時
よ
り
、
天
変
・
地
変
の
時
の
方
が

国
民
は
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
生
き

て
来
た
。 

 

今
春
よ
り
小
学
校
で
道
徳
教
育
を
正
式

教
科
に
す
る
と
言
う
。
そ
し
て
来
年
よ
り
中

学
校
に
導
入
す
る
と
文
科
省
は
言
っ
て
い

る
が
、
子
供
の
い
じ
め
問
題
は
年
々
ひ
ど
く

な
っ
て
い
る
。
遅
き
に
失
し
た
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。
昔
か
ら
「
三
つ
子
の
魂
百
ま

で
」
と
言
わ
れ
て
来
た
。
誰
で
も
生
ま
れ
て

来
る
と
き
は
裸
で
あ
る
。
生
ま
れ
な
が
ら
に

恵
ま
れ
た
子
も
あ
れ
ば
不
遇
の
家
庭
に
生

ま
れ
て
難
儀
を
し
て
育
つ
子
供
も
い
る
。
し

か
し
ど
ん
な
に
貧
し
い
家
庭
に
生
ま
れ
て

も
、
「
産
ん
で
く
れ
た
お
母
さ
ん
が
一
番
好

き
だ
」
と
言
っ
た
子
供
に
会
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
母
親
の
愛
情
ほ
ど
子
育
て
に
必
要
な
も

の
は
な
い
。
「
五
歳
」
ま
で
に
「
躾
」
を
し

な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
と
言
う
人
も
い
る
。

そ
れ
な
の
に
小
学
校
六
年
間
、
中
学
校
三
年

間
か
け
て
道
徳
教
育
を
す
る
と
い
う
国
の

方
針
に
は
不
安
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。 

 

今
、
国
で
は
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
る
が
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働

い
て
い
る
母
親
の
た
め
に
充
実
し
た
託
児

所
を
つ
く
り
、
自
営
業
者
や
農
家
に
も
全
額

国
費
で
負
担
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
出
生
率

も
高
ま
り
経
済
界
は
潤
い
、
将
来
に
向
け
て

活
力
も
出
て
来
る
。
健
全
な
国
づ
く
り
は
健

全
な
子
供
を
残
す
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
教

育
勅
語
を
反
省
の
材
料
に
し
て
自
分
の
国

は
自
分
達
で
守
る
の
は
当
然
の
事
と
思
う
。

何
の
た
め
の
大
学
教
育
か
理
解
に
苦
し
む
。 

 

近
年
「
政
治
家
の
劣
化
」
が
表
面
化
し
て

い
る
。
最
高
の
教
育
を
受
け
た
上
層
部
の
汚

職
が
日
替
わ
り
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
「
少
子
化
は
国
難
」
と
言
う
前
に
後
を

絶
た
な
い
「
い
じ
め
問
題
」
を
自
分
の
事
と 

し
て
対
応
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

 
 

 

（
文
責
）
天
野
長
三
郎 

 



   



区
長
日
記 

 

こ
の
四
月
に
は
、
区
長
会
と
花
の
森
完
成
式
、
並
び
に
町
民
パ
タ

ー
ゴ
ル
フ
大
会
と
、
三
度
も
水
野
市
長
さ
ん
の
来
訪
を
得
、
大
湫
町

を
盛
り
立
て
る
力
強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
市
議
会

議
員
の
皆
さ
ん
方
も
事
に
触
れ
折
に
触
れ
大
湫
を
訪
れ
て
い
た
だ

き
、
個
性
あ
る
大
湫
の
活
か
し
方
を
提
案
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
時

に
は
戦
力
と
し
て
汗
を
流
し
て
下
さ
る
姿
を
見
る
と
、
嬉
し
く
、
ま

た
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。 

山
上
に
取
り
残
さ
れ
た
百
三
十
戸
足
ら
ず
の
小
集
落
を
、
常
に
忘

れ
な
い
で
気
に
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
姿
は
、
瑞
浪
市
の
隅
々
に

ま
で
神
経
を
行
き
渡
ら
せ
、
バ
ラ
ン
ス
あ
る
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

宿
場
町
は
元
来
、
諸
国
か
ら
集
ま
っ
た
人
々
の
寄
合
所
帯
で
あ
り
、

甲
州
屋
・
江
戸
屋
・
伊
勢
屋
な
ど
、
出
身
地
を
名
乗
っ
た
屋
号
が
そ

れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
転
入
者
を
温
か
く
受
け
入
れ
る
風

土
は
、
宿
場
町
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
し
、
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば

地
域
の
明
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

新
旧
町
民
が
心
を
合
わ
せ
て
紡
ぎ
あ
げ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
、

神
社
仏
閣
を
は
じ
め
と
す
る
恒
例
行
事
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
今
年

も
積
み
重
ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

区
長
会
長 

足
立 

4
月
1
日 

瑞
浪
市
消
防
団
入
退
団
式 

4
日 

社
会
福
祉
事
業
「
高
齢
者
と
子
供
の
つ
ど
い
」 

 
 

6
日 

定
例
幹
事
会
・
区
長
会 

 
 

7
日 

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
活
動
「
花
の
森
・
野
田
」 

 
 

9
日 

釜
戸
中
学
校
入
学
式
・
臨
時
区
長
会 

 
 

11
日 

新
旧
区
長
組
長
会
議 

 
 

14
日 

花
の
森
完
成
記
念
式
典
・
観
桜
会 

 
 

16
日 

中
山
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
研
修
会
・
コ
ミ
監
査 

 
 

17
日 

女
性
代
表
と
語
る
会 

 
 

19
日 

景
観
林
整
備
事
業
現
地
確
認 

 
 

22
日 

町
民
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 

23
日 

夢
づ
く
り
地
域
交
付
金
事
業
審
査
会 

 
 

25
日 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
総
会 

 
 

26
日 

森
林
組
合
役
員
選
考
委
員
会 

 
 

27
日 
瑞
浪
市
連
合
自
治
会 



                    

 
編
集
後
記 

  
 

 

今
年
の
四
月
は
大
湫
で
も
早
々
と 

 
 

桜
吹
雪
が
舞
い
、
春
が
駆
け
足
で 

 
 

 

や
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 

ひ
ょ
っ
と
し
て
、
花
粉
症
が
ひ 

ど
か
っ
た
人
は
や
っ
と
マ
ス 

ク
を
は
ず
し
て
せ
い
せ
い
し
た 

り
し
て
・
・
・
。 

私
は
と
言
え
ば
、
最
近
は
月 

日
の
流
れ
る
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ 

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
な
ん
と
か 

つ
い
て
行
く
あ
り
さ
ま
・
・
。 

 
 

 
 

 
 

青
空
が
広
が
れ
ば
心
地 

 
 

 
 

 

よ
く
感
じ
ら
れ
る
こ
の
季 

 
 

 
 

節
、
の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り
と 

 
 

 
 

過
ご
せ
た
ら
い
い
で
す
ね
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
ｙ 

 

編 集 発 行：大湫町コミュ二ティ推進協議会 広報委員会 

平成 30 年 5 月 1 日   瑞浪市大湫町 422-1  ℡0572(63)2360 

http://okute-shuku.jp/ 

 

三
〇

二
七

二
六

二
五

二
四

二
三

二
〇

一
九

一
八

一
七

一
三

一
二

一
一

八 七 六 五 四 三 二 日

水 日 土 金 木 水 日 土 金 木 日 土 金 火 月 日 土 金 木 水 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会

釜
中
三
年
東
京
研
修

（
～

二
九
日

）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
調
査
（

大
湫

の
里
山
植
物
調
査

)

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
集
ま
ろ
う
会

⑥
脳
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

教
室

釜
中
一
年
乗
鞍
研
修

（
～

二
五
日

）

親
子
遠
足

（
幼

）

小
栗
和
茂
写
真
展
終
了

(

四
月
二
四
日
～

）

第
一
回
資
源
回
収
／
山
び
こ
ど
ん

青
少
年
育
成
市
民
会
議

集
ま
ろ
う
会

⑤
脳
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
教
室

釜
小
修
学
旅
行

（
～

一
九
日

）

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
実
行
委
員
会

釜
中
二
年
海
浜
研
修

（
～

一
八
日

）

「

田
ん
ぼ
の
学
校
」

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
愛
園
作
業

（
幼

）

④
脳
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
教
室

定
例
区
長
・
幹
事
会

小
中
合
同
引
渡
訓
練

財
産
区
全
員
会
議

み
ん
な
の
農
園

＊
こ
ど
も
の
日
／
集
ま
ろ
う
会

＊
み
ど
り
の
日

＊
憲
法
記
念
日

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

予
　
　
　
定

平
成
三
十
年
五
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：5/21(月)不燃ごみ：5/8(火)


